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防災徒然日記
連載200回記念

南
海
ト
ラ
フ
テ
ー
マ
に
講
演

三浦 房紀さん

【みうら・ふさのり】山口大名誉教授、山
大大学研究推進機構教授（特命）、山ロティ
一・エル ・ オー代表取締役社長、県産業技術
センター宇宙データ利用推進センタープロジ
ェクト ・ ディレクター、防災ネットワ ークう
ベ理事長、やまぐちGISひろば理事長、D
MA代表。

地震工学、防災工学の専門家として、防災
・滅災、危機管理、事業継続計画(BOP)

に関する講演、コンサルティング、執筆など
幅広い活動を展開している。

備
え
あ
れ
ば
犠
牲
者
は
ゼ
ロ
に

宇
部
日
報
発
刊
20
周
年
と
三
浦
房
紀
山

□
大
名
営
教
授
の
小
紙
で
の
連
載
「
防
災

徒
然
日
記」
が
2
0
0
回
に
到
達
す
る
こ

と
を
記
念
し
た
防
災・
減
災
講
演
会
と
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
9
月
7
日 、
市
多
世
代
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
た 。
三
浦
名

営
教
授
が
「
南
海
ト

ラ
フ
に
備
え
て
ー

犠

牲
者
を
ゼ
ロ
に
で
き
る」
と
題
し
て
基
調

講
演 ．
南
海
ト

ラ
フ
地
震
発
生
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
な
ど
を
論
じ
た
後 、
発
災
時
の
行
動

を
具
体
的
に
示
し 、
近
い
将
来 、
高
い
確
率
で
発
生

す
る
と
さ
れ
る
巨
大
地
匹
に
対
す
る
日
頃
か
ら
の
備

え
の
重
要
性
と
被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
の
心
構

え
を
市
内
外
か
ら
集
まっ
た
2
5
0
人
に
説
い
た

（
久
保 、
西
田）

最
悪
で

万
人
が
死
亡

66

本
日
は
南
海
ト

ラ
フ
地

震
を
中
心
に
話
を
進
め
ま

す 。8
月
8
日
の
日
向
灘
沖

地
謀
で 、
気
象
庁
が
南
海

ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
を

出
し
ま
し
た 。
2
0
1
9

年
の
連
用
開
始
以
来
初
め

て
で
す 。
南
海
ト

ラ
フ
の

瞑
源
域
で
異
常
な
現
象
が

起
こ
れ
ば 、
臨
時
俯
報
の

「
調
査
中」
と
発
表
し
ま

す 。
対
象
の
巽
常
現
象
は

二
つ
あ
り 、
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
6.
8
以
上
の
地
震

が
起
き
た
燐
合 、
も
う一

つ
が
直
前
に
大
き
な
揺
れ

や
津
波
は
生
じ
な
く
て

も 、
プ
レ
ー
ト

の
樟
界
が

ゆ
っ
く
り
ず
れ
る
「
ゆ
っ

く
り
す
べ
り」
が
観
測
さ

れ
た
場
合
で
す 。
調
査
結

果
は
「
警
戒」
「
注
意」

「
終
了」
の
3
種
類
が
あ

り 、
今
回
は
「
注
意」
で

し
た 。「

警
戒」
が
出
た
と
き

に
は 、
日
頃
か
ら
の
地
震

の
備
え
を
再
確
認
す
る
こ

と
に
加
え 、
地
霊
が
発
生

し
た
ら
す
ぐ
に
避
難
す
る

た
め
の
準
備
が
必
要
で

す ．
避
難
に
時
間
が
か
か

る
人
は
事
前
に
し
ま
す ．

こ
れ
を
1
週
間
ほ
ど
続

け 、
さ
ら
に
時
間
が
た
っ

て
も
注
意
し
な
が
ら
通
常

の
生
活
を
送
る
よ
う
に
し

ま
す南

海
ト

ラ
フ
は 、
フ
ィ

リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト

が
西

日
本
（
ユ
ー

ラ
シ
ア
プ
レ

ー
ト）

の
下
に
潜
り
込

み 、
ス
ト
レ
ス
を
か
け
続

け
て
い
る
状
態
で
す 。
時

間
が
た
つ
ほ
ど
危
な
く
な

り
ま
す 。
国
に
よ
る
と

今
後
30
年
以
内
に
地
匹
が

起
き
る
確
率
は
70
5

80
%

で
す 。巨

大
地
霞
の
発
生
は
近

づ
い
て
い
ま
す ．
東
日
本

大
震
災
は
13
年
前
で
す 。

よ
く
比
べ
ら
れ
る
の
が 、

8
6
9
年
の
巨
大
津
波
を

伴っ
た
貞
観
地
震
で
す 。

そ
の
9
年
後
に
関
東
で
大

き
な
地
誤
（
元
慶
地
震）

が
あ
り
ま
し
た 。
さ
ら
に

9
年
後
に
五
畿
七
道
の
地

震
（
仁
和
地
震）

、
こ
れ

は
北
海
道
を
除
く
日
本
全

体
が
揺
れ
た
非
常
に
大
き

な
地
康
で 、
南
海
ト

ラ
フ

巨
大
地
霰
に
相
当
し
ま

す 。つ
ま
り 、
18
年
後
に
南

海
ト

ラ
フ
地
匹
が
起
き
ま

し
た 。
こ
れ
は
千
数
百
年

前
の
話
で
す
が 、
エ
ネ
ル

ギ
ー

的
に
は
起
き
て
も
お

か
し
く
あ
り
ま
せ
ん 。

西
日
本
の
地
震
活
動
は

活
動
期
と
静
穂
期
が
交
互

に
あ
り
ま
す 。
活
動
期
の

最
後
に
南
海
ト

ラ
フ
で
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
8
5
9
の

非
常
に
大
き
な
地
孟
が
起

こ
り
ま
す 。
近
年
で
は
1

9
4
4
年
に
東
側 、

年

に
西
側
で
南
海
地
震 、
48

年
に
福
井
地
俎
が
起
き 、

静
穏
期
を
迎
え
ま
し
た

95
年
の
阪
神・
淡
路
大
震

災
以
後 、
活
勁
期
に
入
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
発
生
時
間
帯
の
中
で
最

も
被
害
が
大
き
い
の
が
冬

の
深
夜
で 、
火
事
も
あ
っ

て
約
32
万
3
0
0
0
人
が

亡
く
な
り
ま
す 。
要
救
助

者
は
約
31
万
人 、
津
波
に

よ
る
が
れ
き
な
ど
に
挟
ま

れ
て
救
出
を
待
つ
人
が
約

3
万
人 。
合
計
66
万
3
0

0
0
人
が
亡
く
な
る
可
能

性
が
あ
り 、
60
万
人
と
い

わ
れ
る
け
が
人
が
災
害
関

連
死
で
命
を
落
と
し
て
い

く
と 、
1
0
0
万
人
近
く

が
亡
く
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん

宇
部
市
は
大
部
分
が
震
度
5
弱

厚
南
平
野
は
津
被
に
注
意

宇
部
市
の
被
害
想
定
を

詳
し
く
説
明
す
る
と 、
震

度
分
布
は
大
部
分
が
袈
度

5
弱 。
霜
降
山
の
辺
り 、

山
陽
小
野
田
市
と
の
境

界 、
そ
し
て
北
部
の
方
が

震
度
4 ．
山
口
宇
部
空
港

の
近
く
や
西
岐
波 、
東
岐

波
の一
部
は
哀
度
5
強
で

さ
ら
に
揺
れ
ま
す 。
埋
め

立
て
地
が
多
い
の
で 、
液

状
化
の
可
能
性
の
あ
る
所

が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん 。

沈
下
鼠
も
市
の
中
心
部
で

は
5五｀、
ほ
ど
に
な
り
ま

す 。津
波
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ

プ
で
筈
戒
区
域
に
な
っ
て

い
る
の
は
ほ
と
ん
ど
が
序

南
地
区
で
す 。
他
地
区
も

含
ま
れ
て
は
い
ま
す
が

大
部
分
が
海
岸
で
す 。
陸

地
ま
で
津
波
が
来
る
の

は 、
厚
南
と
藤
山
の
辺
り

な
の
で 、
気
を
付
け
な
い

と
い
け
ま
せ
ん

津
波
で
13
人
が
亡
く
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

はっ
き
り
言
え
ば 、
場
所

は
厚
南
平
野
で
す

家
屋
は 、
過
去
の
例
か

ら
計
算
し
た
も
の
な
の
で

必
ず
こ
う
な
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
が 、
液
状
化
で
97

戸 、
津
波
で
3
2
6
戸
の

合
計
4
2
3
戸
が
全
壊

約
3
7
0
0
戸
が
半
壊
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す 。
宇

部
で
も
巨
大
地
震
や
津
波

は
決
し
て
人
ご
と
で
は
な

い
の
で
す

巨
大
地
震
に
ど
う
備
え

る
か
で
す
が 、
緊
急
地
震

速
報
は
必
ず
出
ま
す 。
地

誤
が
県
に
最
も
近
い
と
こ

ろ
で
起
こ
っ
た
と
し
て

速
報
か
ら
揺
れ
が
到
達
す

る
ま
で
の
時
間
を
計
箕
す

る
と 、
少
な
く
と
も
30
秒

は
あ
り
ま
す 。
こ
の
時
間

を
ど
う
有
効
活
用
す
る
か

で
す宇

部
周
辺
の
主
な
港
に

お
け
る
津
波
も 、
満
潮
の

想
定
で 、
山
陽
小
野
田
市

の
埴
生
や
小
野
田
に
最
初

の
ピ
ー

ク
が
来
る
の
が
約

4
時
間
後 ．
宇
部
も
約
4

時
間
後
に
高
く
な
り 、
巌

大
は
約
6
時
間
半
後
で

す ．
宇
部
岬
の
束
側
と
西

側
で
伝
わ
り
方
が
少
し
変

わ
り 、
東
側
は
2
時
間
半

く
ら
い
で
高
い
波
が
来
ま

す
が 、
そ
れ
だ
け
あ
れ
ば

十
分
避
雖
で
き
ま
す

速
報
か
ら
数
十
秒
間
で

安
全
な
場
所
へ
移
動
を

緊
急
地
震
速
報
が
出
て

か
ら
数
十
秒
あ
る
の
で 、

こ
の
間
に
安
全
な
場
所
へ

移
勁
し
ま
す 。
哀
た
き
り

の
人
も
布
団
の
ま
ま 、
隣

の
何
も
な
い
部
屋
に
移
動

さ
せ
る
だ
け
で
違
い
ま

す 。
時
間
は
あ
る
の
で 、

慌
て
ず 、
体
の
不
自
由
な

人
免愚
齢
者
も
赤
ち
ゃ

ん

も 、
誰一
人
残
さ
な
い
避

難
が
可
能
で
す ．

こ
れ
ら
を
実
行
す
る
こ

と
で
死
傷
者
ゼ
ロ
が
可
能

に
な
る
し 、
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
考
え
て
い
ま

す 。
宇
部
で
は
死
但
者
を

出
さ
な
い 。
そ
れ
を
県
全

体 、
さ
ら
に
県
外
へ
と
広

げ
て
い
き 、
可
能
な
人
は

被
災
地
の
支
援
に
行
き
ま

す 。
こ
れ
ら
の
仕
組
み
を

数
年
で
整
備
し
ま
す 。
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事業所のBCPは不可欠

家庭でも継続計画考えて

事
業
継
続
計
画
(
B
C 、

P)
の
勧
め
で
す 。
い
ろ

い
ろ
な
立
場
で
防
災
力
を

高
め
る
こ
と
が
必
要
に
な

り
ま
す
が 、
事
業
所
で
は

B
C
P
が
不
可
欠
で
す

災
害
発
生
時
も
重
要
な
事

業
を
継
続
で
き
る
よ
う

に 、
ま
た
事
業
が
早
期
に

復
旧 、
再
開
で
き
る
よ
う

に
仰
え 、
顧
客
の
流
出
を

防
ぎ
ま
す ．
阪
神・
淡
路

や
東
日
本
で
は 、
B
C
P

を
策
定
し
て
い
な
い
会
社

の
多
く
が
倒
産
し
ま
し

た 。
策
定
し
て
い
た
会
社

は 、
む
し
ろ
業
紹
が
よ
く

な
っ
て
い
ま
す ．

人
は
家
庭
で
過
ご
す
時 。

。

、

間
が
長
い
存
在
で
す 。
家

庭
の
防
災 、
家
庭
継
続
計

画
（
仮）
も
広
め
な
い
と

い
け
ま
せ
ん

今 、
国
で
は
地
震
予
知

は
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す 。
と
こ
ろ
が 、

京
都
大
の
梅
野
健
教
授
は

準
天
頂
衛
星
シ
ス
テ
ム

「
み
ち
び
き」
や
G
P
S

（
全
地
球
測
位
シ
ス
テ

ム）
を
受
信
す
る
全
国
1

3
0
0
カ
所
の
観
測
点
を

利
用
し
て 、
地
震
の

時

間
前
に
雷
離
屑
に
起
き
る

異
常
を
観
測
す
る
方
法
を

見
つ
け
ま
し
た 。
東
日
本

だ
け
で
な
く 、
熊
本 、
能

登 、
日
向
灘
沖
の
地
誼

も 、
前
兆
現
象
を
捉
え
て

い
ま
し
た

そ
の
異
常
を
伝
え
ら
れ

る
道
具
が
F
M
ラ
ジ
オ
で

す ．
F
M
を
同
じ
周
波
数

で
日
本
中
に
流
せ
る
技
術

が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す

「
み
ち
び
き」
は 、
位
置
情

。

1

。

。
． ． 46

報
と
時
間
だ
け
で
な
く

防
災
情
報
も
流
し
て
い
ま

す 。
そ
こ
で 、
1
時
間
前

に
異
常
を
「
み
ち
び
き」

に
伝
え 、
そ
こ
か
ら
F
M

で
全
国
に
知
ら
せ
れ
ば 、

す
ご
い
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か ． 、 。

。

、

。

．
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シンポジウム 有識者 4 人が登壇

基
調
講
演
に
続
い
て
「
宇
部
地
域
で
の
地
誤 、
自
然
災
害
へ

の
備
え」
を
テ
ー

マ
に

地
元
宇
部
で
防
災
に
対
す
る
普
及
啓

、

発
活
動
を
行っ
て
い
る
4
人
を
招
き 、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行っ

た ．
三
浦
名
誉
教
授
は
オ
プ
ザ
ー

バ
ー

と
し
て
参
加 。
宇
部
日

報
社
の
脇
和
也
会
長
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

と
な
り 、
各
自
が

活
動
の
体
験
談
な
ど
を
通
じ
て 、
災
害
に
対
す
る
必
要
な
備
え

は
何
か
を
参
加
者
に
訴
え
た ．

1
月
の
能
登
半
島
地
震
を
教
訓
に

ー
災
害
対
応
に
お
い
て

避
難
所
運
営
は
大
き
な
課

岨
と
な
り
ま
す 。
阪
神・

淡
路
大
展
災
以
降 、
大
災

害
が
起
こ
る
た
び
に
避
難

所
運
営
は
見
直
さ
れ
て
き

て
い
ま
す
が 、
能
登
の
状

況
を
含
め 、
網
木
さ
ん
に

お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
網
木

能
登
半
島
地
震

で
は 、
1
次
避
難
所
が
最

大
で
4
0
4
カ
所
開
設
さ

れ 、
約
3
万
3
0
0
0
人

が
避
難
所
に
来
ら
れ
ま
し

た 。
諒
害
者
あ
る
い
は
医

旅
的
介
戦
が
必
要
な
人
を

一
時
的
に
受
け
入
れ
る
1

.
5
次
避
難
所
も
開
設
さ

。れ
ま
し
た 。

避
難
所
運
営
で
難
し
い

の
は
ト

イ
レ 、
寝
床
で

す 。
能
登
で
は
水
が
使
え

な
い
時
期
は 、
ト

イ
レ
に

ポ
リ
袋
を
か
ぶ
せ
て
使
っ

て
い
ま
し
た 。
仮
設
ト

イ

レ
が
で
き
た
の
は
発
災
か

ら
3
週
間
近
く
た
っ
た
1

月
下
旬
で
し
た
が 、
水
に

は
限
り
が
あ
り
ま
す 。
生

活
用
水
は 、
2
日
に
1
度

の
自
衛
隊
に
よ
る
4 トン

給
水
が
あ
り
ま
し
た
が

そ
れ
だ
け
で
は
足
り
な
い

の
で 、
住
民
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
毎
日 、
川
や
山
の

湧
き
水
を
く
み
に
行
き

貯
水
糟
に
た
め
て
使っ
て

い
ま
し
た 。
特
に
発
災
初

期
は
し
っ

か
り
と
水
を
確

保
し
て 、
し
の
げ
る
体
制 、 、

の

づ
く
り
が
軍
要
で
す 。

寝
床
に
関
し
て
は 、
訓

練
で
は
出
来
上
が
っ
た
レ

イ
ア
ウ
ト

を
見
掛
け
ま
す

が 、
避
難
所
の
レ
イ
ア
ウ

ト
は
時
間
の
経
過
と
と
も

に
刻
々
と
変
わ
り
ま
す 。

能
登
で
は 、
発
災
当
初
は

プ
ル
ー

シ
ー
ト

の
上
に
直

接
布
団
が
敷
か
れ
る
中
を

土
足
で
動
い
て
い
ま
し

た 。
最
終
的
に
は
全
員
が

段
ボ
ー

ル
ベ
ッ
ド

に
な
り

ま
し
た 。
感
染
症
の
患
者

が
出
な
い
よ
う
に 、
朝
晩

は
清
掃
活
勁
を
行
い 、
感

染
対
策
も
行っ
て
い
ま
し

た ．1
月
に
4
日
間 、
避
難

所
に
入
っ
て
い
た
時 、
高

齢
者
2
人
を
救
急
搬
送
し

ま
し
た 。
1
人
は 、
認
知

症
が一
気
に
進
み 、
食
事

巌
れ
な
く
な
っ
て
し
ま

っ
た
た
め
搬
送
に
踏
み
切

り
ま
し
た 。
避
難
所
生
活

は
厳
し
い
環
塙
だ
と
改
め

て
実
感
し
た
ケ
ー

ス
で
し

こ
ー

山
木
さ
ん
に
は 、
海

の
防
災
専
門
家
の
視
点

で 、
地
震
へ
の
備
え
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す

山
木

海
で
も
陸
で
も

安
全
確
保
が
第一
で
す

南
海
ト

ラ
フ
で
は
宇
部
も

長
い
揺
れ
が
続
く
と
さ
れ

ま
す 。
瀬
戸
内
側
は
安
全

だ
と
は
思
わ
ず 、
地
痕
発

生
時
に
は
海
岸
線 、
河
川

に
は
絶
対
に
近
づ
か
な
い

こ
と
で
す 。

わ
れ
わ
れ
の
災
害
対
応

は
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

な
ど
の

施
設
災
害
と
自
然
災
害
の

続
げ
た
例
も
あ
り
ま
し

2
種
類
が
あ
り
ま
す 。
自

然
災
害
へ
の
対
応
は 、
施

設
災
害
よ
り
も
対
処
が
難火

し
い 。
地
震
後
に
は

災 、
汚
染
物
究
の
流
出
な

ど
も
考
え
ら
れ
ま
す 。
東

日
本
大
震
災
で
は 、
海
面

に
流
出
し
た
重
油
が
燃
え

t

伝
え
る
防
災
教
育
の
必
要
性

ー
工
藤
さ
ん
は
母
親
の

立
場
か
ら
防
災
意
識
の
向

上
を
目
揖
し
て
活
動
さ
れ

て
い
ま
す
が 、
課
幽
と
惑

じ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま

す
か 。工

藤

私
が
防
災
教
育

に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た

きっ
か
け
は
束
日
本
大
震

災
で
す 。
そ
の
2
年
半

後 、
萩
の
豪
雨
災
害
で
十

種
ケ
峰
の
キ
ャ
ン
プ
場
が

孤
立
状
態
と
な
り 、
小
学

4
年
の
息
子
が
取
り
残
さ

れ
ま
し
た 。
翌
日 、
自
衛

隊
の
皆
さ
ん
に
よ
っ

て
救

出
さ
れ 、
無
車
帰
っ

て
き

ま
し
た
が 、
こ
の
時
に
被

災
者
を
応
援
す
る
活
動
で

は
人
ご
と
の
よ
う
に
感

じ 、
以
来 、
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
に
取
り
組
む
よ
う

に
な
り
ま
し
た 。

私
が
防
災
士
の
資
格
を

取
得
し
た
理
由
は
子
と
も

た
ち
に

伝
え
るク
tc

め ．
伝
え
る
こ
と
が
防
災

教
育
で
す 。
子
ど
も
た
ち

が
成
人
し
独
り
立
ち
し
た

時 、
自
分
の
命
を
守
る
た

め
に
は 、
親
と
し
て
幼
少

時
か
ら
の
教
育
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す 。

。
．

•

の

器
に
讐
え
る

で

の
滅
災
ナ
ース

指
導
者 ．

会
会
長 、
宕護
師 、
保建
師
日
本
災害
宕護学
会
認
定ま
ち

タ
ー

防・
滅
災
グル
ー

プ
学術
研
究員 、
県
災害
雹
護
研
究

【
あ
み
き•
まさ
え】
山
口
大池
域レジ
リエ
ン
ス
研
究セ
ン

絹政江さん

民
間
資
格
で
あ
る
防
災

士
は 、
取
得
者
で
持
つ
強

み
が
違
う
の
で 、
災
害
の

前
中
後 、
そ
れ
ぞ
れ
の
場

面
で
リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
を

取
っ

て
活
動
で
き
る
と
思

い
ま
す 。
個
人
的
に
は

地
域
の
防
災
力
向
上
に
は

防
災
士
が
増
え
る
こ
と
も

も
ち
ろ
ん
で
す
が 、
地
域

特
性
に
応
じ
た
対
策
を
住

民
に
伝
え
る
こ
と
が
大
事

と
思
っ

て
い
ま
す 。
専
門

的
な
話
を
い
か
に
住
民
に

分
か
り
や
す
く
通
訳
し
て

伝
え
る
か
が
課
題
で
す

ー
今
年
8
月
に
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
誤
（
注
意）

が
発
令
さ
れ
ま
し
た 。
弘

中
さ
ん
に
は 、
改
め
て
南

洵
ト

ラ
フ
地
追
に
つ
い
て

語っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す 。

弘
中
1
7
0
年
前
に

起
こ
っ
た
安
政
の
南
海
地

霞
で
は 、
県
内
の
推
定
震

ん ．

度
は
4
5

6
強
と
い
う
の

液
状
化
で
実
際
に
よ
く

。
｀ 、

山木志仁さん 定要
最の
資格
を
持つ ．

が
建
物
被
害
な
ど
の
記
述

か
ら
分
か
っ

て
い
ま
す

市
内
の
具
体
的
な
被
害
と

し
て
は 、
中
野
開
作
な
ど

で
家
屋
の
全
半
壊 、
泥
水

の
噴
出
が
中
野
開
作
や
万

倉
棚
井
地
区
で
厚
東
川

の
土
手
の
崩
壊
な
ど
が
残

っ
て
い
ま
す ．

東
日
本
大
震
災
で
は
2

万
7
0
0
0
�
が
液
状
化

の
披
害
を
受
け
て
い
ま
す

が 、
市
内
で
も
液
状
化
現

象
は
警
戒
し
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん 。
か
つ
て
液
状

化
は
困
度
5
強
以
上
で
起

こ
る
と
さ
れ
て
い
ま
し
た

が 、
能
登
で
は
震
度
5
弱

で
液
状
化
被
害
が
出
て
お

り 、
南
海
ト

ラ
フ
の
想
定

震
度
が
5
弱
の
宇
部
で
も 。

こ。

修
部
部
長 ｀
言護
師 ｀
防
災士 ．

害
ボ
ラン
ティ
ア
活動
購
話
購
師 、
B
本防
災土
会
只支
部
研

ネ
ー

タ
ー 、

県
学校
防
災ア
ドパ

イ
ザ
ー ｀

県
教育
委
員

【
＜
どう・
み
さ】
宇
部
市
こど
も
政策
課
こと
もコ

工藤美佐さん

災
土 f
有
害液
体
汚
染防
止
管埠
者 、
車
故対
応
指
血運
用
詣

人
ご
と
で
は
あ
り
ま
せ

見
ら
れ
る
の
が 、
マ
ン
ホ

ー
ル
の
ふ
た
が
タ
ケ
ノ
コ

が
生
え
る
よ
う
に
道
路
上

に
突
き
上
げ
ら
れ
る
こ

と

徒
歩
迎
難
で
は
関
係

．あ
り
ま
せ
ん
が 、
車
に
よ

る
避
難
の
場
合
は 、
気
を

付
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す ．
橋
に
段
差
が
生
じ
る

役常
務
熱
行役
員 ．
防
災
ネッ
トワ
ー

ク
うべ
副
碑
事
長 ．
防

。

【
や
ま
き・
ゆ
き
ひ
と】
西
部マ
リン・
サ
ービ

ス
代
表
取
締

被
害
も
よ
く
見
受
け
ら
れ

ま
す 。
車
で
通
行
す
る
際

に
勅
け
な
く
な
る
可
能
性

も
あ
り 、
特
に
夜
は
注
意

が
必
要
で
す 。

三
浦

液
状
化
は
揺
れ

の
長
さ
も
影
響
し
ま
す

南
海
ト

ラ
フ
で
は
強
い
揺

れ
が
3
5
4
分
続
く
想
定

な
の
で 、
市
内
で
液
状
化

が
起
こ
る
可
能
性
は
高
い

で
す 。
堤
防
の
沈
下 、
倒

壊
も
考
え
ら
れ
る
の
で

低
い
津
波
で
も
堤
防
を
超

え
る
可
能
性
が
あ
り 、
特

に
厚
南
平
野
に
住
ん
で
い

る
人
は
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ

プ

を
確
認
し
て
ほ
し
い
で
す

ね ．

海
上
防
災
で
は 、
同一

言
語
で
情
報
を
共
有
し 、

同
じ
ル
ー

ル
で
対
応
す
る

の
が
決
ま
り
で
す 。
関
わ

る
団
体
が
多
く
な
れ
ば
な

る
ほ
ど 、
情
報
共
有
が
大

事
な
こ
と
は 、
災
害
発
生

時
の
初
期
対
応
も
同
じ
だ

弘中秀治さん 災
土 、
気
象
予
報士 ．

シンポジウム
の動画はこち
らカヽらー会

、 。

ア
ドバ
イ
ザ
ー 、

国
士
交通
省
気
象
防
災ア
ドバ
イ
ザ
ー 、

防

府T
EA
M
防
災ジ
ャ

パ
ン
お
世話
保 、
総粒
省池
域

【
ひろ
な
か・
しゅ
う
じ】
宇
部
市
行革
推
進
麒課
畏

災 ディ
力
創造

、
内
閣

と
思
い
ま
す 。

状
況
の
変
化
に
対
応
を

に
防
災
ア
ド

バ

ー
最
後

イ
ス
を
お
願
い
し
ま
す

網
木

ま
ず
は
家
具
の

転
倒
防
止
対
策
は
必
要
で

す 。
あ
と
は
健
康
で
あ
る

こ
と 。
健
康
で
あ
っ

て
こ

そ
避
難
で
き
減
災
に
つ
な

が
り
ま
す 。

工
藤
一
度 、
自
分
が

避
難
す
る
避
難
所
ま
で
歩

い
て
み
て
ほ
し
い 。
距

離 、
か
か
る
時
間
を
知
る

こ
と
は
大
市
で
す 。

弘
中

災
害
で
生
き
残

る
に
は 、
ま
ず
自
分
の
判

断
で
行
動
す
る
こ
と 。
誰

か
の
号
令
を
待
つ
の
で
は

な
く 、
状
況
の
変
化
に
対

応
す
る
こ
と
が
大
事
だ
と

思
い
ま
す 。

市民の
みなさまへ 南海トラコ地震に備 犠牲者ゼロに向けて

南海トラフ地震臨時情報が発表されたら！
なものを備えましょう

喜の口

人南海トラフ巨大地震の‘ 
想定腰源域 貴重品

口印鑑 □1J!金 コ健康保険証（コピー可）
口身分証明書（コピー可） 口母子健康手帳
口銀行の口座番号や生命保険契約番号の控

：口云＼（姿
。 m7

j心O;,\ ll

最大
と

逗｀湛
口非常用のスマホ充電器 □予備マスク 口軍手
口非常食・飲料水 口笛やプザーなど 口救急セット

想定され 30
ロビニール袋 □アルミ製保温シー ト 口毛布やタオルる津

遺山口貸地震・津淑祖害想定調重尊S●（平成26年9月1負臼より
：：大 m 超 ⑮卿綸園含舎

〇ウエットティッシュ □予傭の乾電池 口菌中雷灯

〇
保
下

f

,(i

護
な
湯

し や電註 ロ
どaて ブロック塀 ． レインコ ートや雨貝 口携帯ラジオ □給水袋

て 、 安

一
ンバ

心 用 笠 □使い捨てカイロ ロスリ ・ □下著羞替え顎や
遍 編 す ゐ •ぇ

発生に注意しな 呻

恐 衣
なもの □— 予偏のメガネ 口

人 必要 常備薬•お薬手帳
によって

鸞の生活を送る。 口生理用品 口おむつ（乳児・高齢者．）
迭蟻繕増霊が ，

可麟象がなくな ．はエは｀りこと 2
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揺れを感じたら 雰孟之虹甚
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た1よその鵬辺でM7.0以上の地●が冗生［ただし． プレ ト惧界のM8.0以.tの内壽をはくI 43片民が""を昂じることがない 、 アレート墳界図のウっく9)としたずれによる地僭宝鯰を骰罵した場合とど
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1南海トラフ地震臨時情報が発表されたら！ 内 閣府動画 ー 自 ら の命 は 自 ら が守却 宇部市防災ガイドブック




